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小説家は自分の生きる社会をいかにして創作に取り込むのか、これは文学

と政治・社会問題が緊密に結びつくラテンアメリカ世界においては重要な問

いかけとなる。現在にいたるまで武力闘争がやまず、貧困・犯罪等深刻な社

会問題を抱えるラテンアメリカ諸国では、直接的に政治参加を実践する作家

は多く、小説家に社会行動への積極的参加を要請する声も根強い。また、革

命、内戦、独裁といった歴史に残る政治事件を文学作品の題材とし取り上げ

る作品は、20 世紀ラテンアメリカ小説の一大潮流をなしている。 
 このような状況を踏まえ、本論文の目的は、ある特定の政治的事件への直

接的反応として書かれた小説作品の分析から、20 世紀ラテンアメリカ文学
における「小説」というジャンルの構造的変質の推移過程を明らかにするこ

とにある。具体的には、1910 年に勃発したメキシコ革命に刺激された「メ
キシコ革命小説」、1948 年に始まるコロンビア内戦を題材にした「コロンビ
ア暴力小説」、そして 1948 年のクーデター以後ベネズエラを恐怖政治下に
おいた軍事独裁制、及びそれに続く都市ゲリラを告発した「ベネズエラ暴力

小説」の三つが本論考の対象であり、三者の比較対照が考察の中枢をなす。

各小説群から時間軸に沿って三作品を選択し、そこに見られる政治暴力の描

き方を巡る変化をとらえることで、20 世紀ラテンアメリカ小説全体に共通
する変遷過程と地域ごとの特色を同時に浮彫りにすることを目指す。 
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 小説という文学ジャンルの構造変化を検証する上で中心にすえねばなら

ない問題は、「小説の独自性」、つまり他のジャンルには還元できない小説固

有の特質の確立である。この点は、ピエール・ブルデューが『芸術の規則』

において提起した「場」の概念と密接に関わってくる。ブルデューも指摘す

るとおり、経済的基盤と社会的地位の強化により小説場の自律性が高まるに

従って、小説ジャンルも隣接ジャンルとの差異化からその独自性を確立して

いく。ラテンアメリカにおいては、20 世紀前半までは、小説は社会・経済
的にジャーナリズムや国の教育政策に依存する従属ジャンルであり、当時の

知識人にとっても小説とは芸術というよりは政治・教育の道具にすぎず、創

作も一部の例外を除き実利的関心に従って行われていた。出版業の発展、文

学賞の充実、芸術活動支援体制の確立などから 1940 年代以降次第に小説場
はその自律性を高めていくが、その進行の度合いには国によってかなりのば

らつきがある。1930 年代から有力出版社が台頭し、文学賞、補助金制度な
どを通して芸術奨励政策が実現されたメキシコでは、1940 年代からほぼ完
全に創作のみに従事する専業作家が現れ始め、芸術としての小説ジャンルへ

の社会認識も早い段階に確立した。他方、コロンビアやベネズエラでは、出

版業界の不振、文化政策の不備などから小説家の従属状態が長く続き、1960
年代末になってようやく文学場の自律性が確立され始める。 
 政治的事件を小説創作に取り込む手法は、小説場の自律性と密接に関わっ

ている。すなわち、自律性が低ければ低いほど事件を直接的に作品内に取り

込む傾向が強まり、逆にこれが高まれば事件の取り込みに小説ジャンル固有

の作法が求められることになる。小説場の自律化とそれに伴う技法的洗練が

もたらす小説作法の変化は、主として作品の三つの局面に顕著に表出すると

考えられる。第一に史実の再現ではなくフィクションとしての小説の確立、

第二に独自のクロノトポス、すなわち時空間の構築、そして最後に未知なる

領域の探求という性格の強化である。この三点に着目してテクスト分析を実

現すれば、20 世紀ラテンアメリカ小説の構造的変質過程を客観的かつ実証
的な形で記述することが可能になる。 
 メキシコ革命小説の変遷は、その口火を切ったマリアノ・アスエラ

Mariano Azuela の『虐げられし人々』(Los de abajo, 1915)から、ホセ・レ
ブエルタス José Revueltas の『人間の喪』(El luto humano, 1943)による
刷新を経て、カルロス・フエンテス Carlos Fuentes の『アルテミオ・クル
スの死』(La muerte de Artemio Cruz, 1962)によって集大成される過程と
して要約することができる。出版後 10 年近くもたってようやく認められた
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アスエラの作品は革命小説のブームを引き起こし、1930 年代にはルポルタ
ージュ的記述をフィクションで脚色した小説群がメキシコ小説の主流とな

る。これに対して、小説のフィクション性、独自の時空間構築を掲げるレブ

エルタスは、ジャーナリズムと文学を混同した革命小説作家を批判し、革命

小説に新たな道を開くことになる。レブエルタスによって提起された小説作

法は、アグスティン・ヤニェス Agustín Yáñez、フアン・ルルフォ Juan Rulfo
といった作家に受け継がれ、フエンテスによる「死の時空間」からのメキシ

コ現代史再解釈という作業において完遂される。メキシコ革命小説で特に重

要となるのは、革命後様々な文化領域で勃興したアイデンティティ探求運動

との結びつきであり、これが小説作品に「探求」という性格を強く刻み込む

ことになる。そのために、いかにして「探求」を効果的に実践するか、その

ための手法的実験が繰り返されることになった。フエンテスが『アルテミ

オ・クルスの死』において実践した「シンボリック・リアリズム」realismo 
simbólico は、小説を歴史的探求と結合させるものであり、それまでの手法
的実験の頂点を極めるものであった。 
 コロンビアの暴力小説はメキシコ革命小説から約 20年も遅れて始まった
が、メキシコ小説とほぼ同じ経験を繰り返すことになった。すなわち、ダニ

エル・カイセード Daniel Caicedo の『空っ風』(Vi nto se o, 1953)の成功
から、内戦下に繰り広げられた凄惨な虐殺や暴力行為を生々しく描き出すル

ポルタージュ風のフィクションが 10 年ほどの期間にわたって量産され、そ
れが小説のフィクション性を重視する小説家の登場によって次第に沈静化

していくのである。死人を羅列するカイセードの小説を厳しく批判したガブ

リエル・ガルシア・マルケス Gabriel García Márquez は、『大佐に手紙は
来ない』(El coronel no tiene quien le escriba, 1957)において、死ではなく、
暴力下における生活の提示に重点を置く創作作法を前面に打ち出した。時間

経過は約三ヶ月、舞台は田舎部の小さな町、という限定されたこの小説の時

空間のなかで、暴力時代を生き抜く主人公の緊張に満ちた生活が、ブーツや

時計といった日常的所持品を効果的に用いた感覚的表現で再現されている。

また、グスタボ・アルバレス・ガルデアサバル Gustavo Álvarez Gardeazábal
は、生活感の重視という点を継承しつつも、暴力という社会現象の起源に探

求の目を向け、暴力時代の生活の再構築と歴史的探求を『コンドルは毎日埋

葬しない』(Cóndores no entierran todos los días, 1972)において見事に結
びつけた。 

e c

 ベネズエラの暴力小説では、いわゆる「ラテンアメリカ文学のブーム」に
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伴う小説ジャンルの急速な専門化と機を一にして勃興したため、興味深い文

学現象が観察されることになった。すなわち、ルポルタージュ風フィクショ

ンの形を取ったミゲル・オテロ・シルバ Miguel Otero Silva の『オノリオ
の死』(La muerte de Honorio, 1963)が不評をかった後、政治的暴力を創作
に取り込もうとする作家たちは、二つの正反対の傾向に分岐したのである。

アドリアノ・ゴンサレス・レオン Adriano González León、カルロス・ノゲ
ラ Carlos Nogueraといった文学意識の高い作家たちが小説の独自性に着目
する一方、都市ゲリラや独裁制による組織的な拷問を経験した作家たちは、

フィクション性を完全に排除して「ノン・フィクション」という形で自らの

直接経験を記す方法を選択した。後者の代表作はホセ・ビセンテ・アブレウ

José Vicente Abreu の『国家公安部隊』(Se llamaba SN, 1964)であり、そ
こに描かれた生々しい拷問と投獄生活の実態は、この新しいジャンルの潜在

能力をまざまざと見せつけることになった。他方フィクションという小説本

来の分野に目を向けると、ゴンサレス・レオンの『携帯国家』(País portátil, 
1968)は国際的な文学賞を獲得するなどの成功を収めたものの、メキシコや
コロンビアの小説作品と較べても、ベネズエラ暴力小説は不毛であったとい

わざるをえない。特に「探求」という小説の特質を引き出せなかったのは、

ベネズエラにおける小説場の未成熟を反映する事実であったと考えられる。 
 以上のように、社会・文化状況の変化と連動して自律性を志向する文学場

の成熟度にしたがって、小説ジャンルの構造的変化過程には国ごとにある程

度までの相違が存在するが、一般的に暴力的事件を扱う小説作法の変遷には

ひとつの共通する方向性が指摘できる。すなわち、歴史的事件は小説場の未

成熟段階において創作の大きな刺激となって小説生産を増大させ、小説ジャ

ンルへの社会的注目を集める。同時に、史実をフィクションという形で再構

築する作業から、小説家はルポルタージュ、回想といった隣接ジャンルには

欠けている小説ジャンルの独自性に着目するようになる。このような過程を

経て小説ジャンルは芸術としての自律性を社会のなかに確立していくので

あり、その意味では、本論文で扱った暴力小説は小説の未発展段階から成熟

期への橋渡し的な役割を果たしたものと結論づけることができよう。 
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